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① 医療機関・薬局の窓口で、患者の方の直近の資格情報等（加入している医療保険や自己負担限度額等）が
確認できるようになり、期限切れの保険証による受診で発生する過誤請求や手入力による手間等による事務コストが
削減。

② マイナンバーカードを用いた本人確認を行うことにより、医療機関や薬局において特定健診等の情報や薬剤情報を
閲覧できるようになり、より良い医療を受けられる環境に。（マイナポータルでの閲覧も可能）
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オンライン資格確認（マイナンバーカードの保険証利用）の概要

患者の資格情報等
を照会

※ 政府が提供している、オンラインで
自分の情報が見られる等の機能を
有する自分専用のサイト

マイナポータル

医療保険者等 ※マイナンバーは用いず、マイナンバーカード
のICチップ内の電子証明書を用いる

※ＩＣチップに資格情報や健康情報を保存
するわけではない

※健康保険証（処方箋）でも資格確認
が可能

※特定健診等の閲覧は、マイナンバー
カードが必要

顔認証付き
カードリーダー

資格情報
特定健診等情報
薬剤情報

診療情報 等

1



オンライン資格確認（マイナンバーカードの保険証利用）の概要
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マイナンバーカードと健康保険証の一体化に関する検討会
（令和５年２月1 7日）中間とりまとめ（抄）

○（略）

さらに、マイナンバーカードによるオンライン資格確認は、今後の医療DXの基盤となる仕
組みであり、将来的には、診察券や公費負担医療の受給者証もマイナンバーカードと一体化
していくことにより、ますます、国民や医療現場にとってのメリットの実感が大きくなると
考えられる。こうした将来も見据えながら、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に向
けて取組を加速し、令和６年秋の保険証廃止を混乱なく迎えられるよう、入念に準備する必
要がある。

（１）～（７） 略

（８）説明会等

・ 公費負担医療の受給者証とマイナンバーカードを一元化すれば、カードのメリットやカード
取得のインセンティブになるのではないかという意見があり、医療 DX の取組の中でその実
現を図る。

マイナンバーカードと健康保険証一体化の意義

一体化に当たっての取組
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医療DXの推進に関する工程表（骨子案） 抜粋
全文はこちら ⇒ https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/pdf/dai2_kanjikai.pdf

第２回医療DX推進本部幹事会（令和５年３月８日）
パブリックコメント実施中
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